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美術概論
日本美術史

構成原理
デザイン理論

色彩学Ⅰ・Ⅱ
図学 福祉環境論

西洋美術史

東洋美術史
造形理論

工芸Ａ
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近代デザイン史

景観論

マーケティング

プロダクト・工芸論

建築デザイン論

デジタル表現論

視覚伝達論
美術解剖学

立体造形論

現代美術概論

新たな価値を創造新しい思考と表現を提示 地域文化の発展に貢献
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教員免許（美術・工芸）
学芸員資格

建築士（2級受験資格） 学外連携創作活動・プロジェクト地域市町村との協働
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人間力セミナー

平面表現A・B　立体表現A・B　設計製図

プレゼンテーション　デジタル表現
立体表現B　空間表現
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卒 業 研 究 ・ 制 作

アートマネジメント論

フィールドワーク論

デザインマネジメント論理論

造形芸術の基礎及び専門
知識について言語化できる
とともに、作品制作や企画、
設計、教育等に活かすこと
ができる。

広い視野と柔軟な発想、批
評的な考え方をもとにして、
芸術性と社会性の両面で問
題の発見と解決の提案がで
きる。

造形芸術の世界的な動向に
関心を持つ一方、地域社会
における芸術や産業の現実
を直視し、文化や産業の発
展に関心を持つことができ
る。

人と芸術の関わりや創造的
活動の持つ深い精神性を理
解するとともに、多様な人々
と協働して他者や社会にそ
れらの価値を普及、還元する
ための適切な行動ができる。

造形芸術の専門的な知識・
技能を、作品制作や研究、
社会実践活動に活用するこ
とができる。


